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ツルガシワからアサギマダラの卵と幼虫を観察

松 井 正 人

石川県内では、これまでオオカモメヅルとイケマが、アサギマダラの食草として確認さ

れていたが、今回新たにツルガシワから、卵と幼虫を観察したので報告する。

ツルガシワは、いずれの場所でも多数株が群生しているため、ツルガシワの生育地が見

付かれば、卵や幼虫は見付かったが、調査株当たりの卵や幼虫の見付かる頻度は、オオカ

モメヅルやイケマと同様で、アサギマダラは、これら３種の食草を同程度に利用している

と思われる。

2004年６月26日 金沢市畠尾 ２卵17幼（ツルガシワ） 松井正人

2004年６月27日 金沢市菊水 ２幼（ツルガシワ） 松井正人

2004年６月13日 石川郡河内村板尾 ５卵６幼（ツルガシワ） 松井正人

2004年６月13日 石川郡鳥越村杖川 10卵２幼（ツルガシワ） 松井正人

2004年６月13日 小松市大日川ダム １幼（ツルガシワ） 松井正人

初齢幼虫の円形食痕が付いたツルガシワ（2004年６月13日 石川郡河内村板尾）
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ツルガシワを食べる初齢幼虫と円形食痕（2004年６月13日 石川郡鳥越村杖川）

茎をかじる終齢幼虫とツルガシワの花（2004年６月27日 金沢市菊水）

ツルガシワからの幼虫の発見は、福田（1991）のツクシガシワ（ツルガシワとは変種関

係）の写真を見たときからの計画だったが、石川県内のツルガシワは希少種で、ツルガシ

ワの観察さえもできない状態だった。今回 「能登の山を歩く会」の林 二良氏に、ツルガ、

シワの生育地をご教示いただいたことにより、ようやく念願が叶った。貴重な植物である

にも関わらず、快く生育地をご教示いただいた氏に厚くお礼申し上げる。

《 》参考文献

福田晴夫（1991）アサギマダラの季節的移動．インセクタリゥム（336 ：4-13．）

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》
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石川県輪島市および鳳至郡柳田村での2003年の蝶の記録から

日吉芳朗・日吉南賀子

■クロアゲハ

2003年、屋外で採集した1♂1♀の尾状突起が、他の個体のそれに比べて太いずんぐり型

であり、♀では赤斑の発達が良かった。輪島市に於いて、これらに類似した個体を飼育に

よって無尾型個体と共に得ている（日吉、2003）ので、これらは無尾型個体の兄弟の可能

性がある。

2003年8月 2日 輪島市鉢伏山 1♂ 日吉芳朗

2003年9月12日 鳳至郡柳田村合鹿 1♀ 日吉芳朗

■スジボソヤマキチョウ

スジボソヤマキチョウは最近の観察例が減っているが、柳田村の旧合鹿小学校周辺で、

2002年に続き、その姿を見ることができた。また、柳田村久田でも2♂を目撃することが

できた。

2003年9月27日 鳳至郡柳田村合鹿 3♂1♀ 日吉芳朗

2003年9月29日 鳳至郡柳田村合鹿 4♂ 日吉芳朗

2003年9月29日 鳳至郡柳田村久田 2♂目撃 日吉芳朗

■ゼフィルス

輪島市で観察されているゼフィルスは、ウラキンシジミ、アカシジミ、ミズイロオナガ

シジミ、ミドリシジミ、オオミドリシジミ、エゾミドリシジミ、ジョウザンミドリシジミ

の７種であるが、いずれも観察数は少ない。2003年、輪島市三井町地内でオオミドリシジ

ミとアカシジミを採集･目撃した。

オオミドリシジミ 2003年 7月6日 輪島市三井与呂見坂田 1♀ 日吉芳朗

アカシジミ 2003年6月21日 輪島市三井与呂見坂田 2♀2頭目撃 日吉南賀子

アカシジミ 2003年 7月6日 輪島市三井与呂見坂田 1♂1♀1頭目撃 日吉芳朗

■ツマグロヒョウモン

1998年から2000年にかけて、輪島市でかなりの数の発生をみたツマグロヒョウモンも

2001年には激減し、2002年には１頭の個体すら目撃することなく終った。ところが2003年

、 （ 、 ） 、 （ 、 ）は 輪島市中段町 日吉・他２名 2004a や 鳳至郡柳田村久田 日吉・他２名 2004b

で観察し、輪島市宝立山でも目撃することができた。宝立山の個体は、オトコエシで吸蜜

していたもので、いたって新鮮であったことから、同地で発生した可能性も考えられる。

なお、かつて多数観察された高洲山と気勝山では、その姿を見ることはなかった。

2003年9月2日 輪島市宝立山 2♂目撃 日吉芳朗
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■アサギマダラ

舳倉島でアサギマダラが採集されている。民宿の店先へ入ってきたものが捕虫され、民

宿の主人によって筆者宅へ郵送されたもので、2003年に於ける島での唯一の採集記録と思

われる。

2003年6月22日 輪島市舳倉島 1♂ 早瀬 勇

、 、 、柳田村でのアサギマダラの記録は 鉢伏山周辺に限られていたが 旧合鹿小学校周辺で

滑空しているのを目撃した。

2003年9月28日 鳳至郡柳田村合鹿 1頭目撃 日吉南賀子

輪島市石休場町の標高110ｍ付近で 11月にアサギマダラを採集した 天気は快晴であっ、 。

たが、気温は16℃と低かった。人家のそばにある畑のキクで吸蜜していたもので、腹部は

飽満状態であった。筆者らにとって、アサギマダラのキクでの吸蜜は初見であり、11月に

本種を観察したのも初めてである。

2003年11月18日 輪島市石休場 1♀ 日吉南賀子

《参考文献》

日吉芳朗（2003）輪島市でクロアゲハ無尾型を得たいきさつ．翔（160）:1-4.

日吉芳朗・日吉南賀子・日吉宏朗（2004a）石川県輪島市内の注目すべき観察地での採集･

観察記録．翔（167 ：3-5．）

日吉芳朗・日吉南賀子・日吉宏朗（2004b）石川県鳳至郡柳田村での蝶の追加記録種．

翔（168 ：6．）

《ひよし よしろう・ひよし ながこ 〒928-0001輪島市河井町１部64-1》

街にも進出、黄と黒の王者

浅 地 哲 也

オニヤンマは、アカトンボと並んで私達にとって

最もポピュラーなトンボ。飛翔力は大きく、どこか

らともなくフラリと街中にやってきて、建物の中に

もオジャマするものもいる。大きさは日本のトンボ

では最大級で、その姿には畏敬の念すら覚える。幼

虫の棲み家は、成虫の飛翔の雄姿とは裏腹に実に慎

ましやかで、田んぼの脇の細い用水などが主な生息

場所。飛んでいる成虫は、間違いなく空の王者。

《あさじ てつや 921-8021 金沢市御影町２６－７》
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住宅地の孤立林でエゾミドリシジミとウラキンシジミを観察

大 脇 淳

住宅地に取り残された孤立林で、エゾミドリシジミとウラキンシジミを観察したので報

告する。

■エゾミドリシジミ

2004年６月６日 石川県金沢市錦町（標高約90ｍ） １♂採集 大脇 淳

金沢市内を流れる犀川、浅野川の両河川は、河岸段丘を発達させ、河岸段丘崖は急斜面

であったことにより、比較的良好な緑地帯として保存されいる。この緑地帯は、幅15～20

mの緑の回廊となって、白山から連なる山々から金沢の中心金沢城まで、市街地の中を続

いている。

エゾミドリシジミを採集した場所は、この緑の回廊のコナラ・アベマキ林だが、この二

次林は、更に竹林と杉林で分断されていた。金沢の都市部において、孤立したコナラ・ア

ベマキ林にエゾミドリシジミが発生しているとは、夢にも思わなかった。

■ウラキンシジミ

2004年６月６日 石川県金沢市若松町若松病院（標高約70m）１♂目撃 大脇 淳

病院構内のマルバアオダモで、ウラキンシジミを観察した。マルバアオダモは、高さ７

～８ｍ程で、ウラキンシジミは、地上２ｍの高さの葉上に静止していた。ここは、病院構

内にある0.4ha程度の孤立林で、近くの里山林からは約200ｍほど離れている。病院構内の

、 、 。大きなアオダモは この１本だけだと思われるので この木で発生している可能性が高い

《おおわき あつし 〒920-0942 金沢市小立野1-23-20》
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キイロサナエの記録とヤマサナエとの棲み分けについて

浅 地 哲 也

キイロサナエは石川県のレッド・データブックでは絶滅危惧種Ⅰ類に指定されており、

ここしばらく本種の確認例がなかったが 近年県中部を中心に確認の報告が続いている 浅、 （

地、2003 （武藤、2004 。筆者は、志賀町で本種の幼虫を観察したので報告する。） ）

2004年４月24日 石川県羽咋郡志賀町坪野 菱根川 10幼虫 浅地哲也

志賀町田原の田原川における本種とヤマサナエの棲み分けについては、既に報告してい

るが（浅地、2003 、この地でも本種とヤマサナエの棲み分けが観察された。隣接する志）

賀町甘田と坪野の町界には堰堤があり、これより上流の甘田では集中的に本種を探索した

がヤマサナエの幼虫ばかりが見られ、より下流の坪野の本種幼虫と棲み分けているのが観

察された。

しかし、甘田から坪野へと菱根川は水田地帯を緩やかに流れ、成虫の活動範囲はほぼ重

なり、筆者には環境の違い、成虫の産卵域の違いが感じられず、なぜ両種の棲み分けが起

こるのか、その条件を特定するに至っていない。

なお、ヤマサナエの見られた甘田では、コシボソヤンマ、コオニヤンマ、コヤマトンボ

が確認できたが、坪野ではコオニヤンマ、コヤマトンボがほとんど見られなかったことも

併記しておく。

堰堤

志賀町甘田 志賀町坪野

菱根川 → 流れ

キイロサナエ いない キイロサナエ 優占

ヤマサナエ 普通 ヤマサナエ 偶産

コシボソヤンマ 普通 コシボソヤンマ 普通

コオニヤンマ 普通 コオニヤンマ 少ない

コヤマトンボ 普通 コヤマトンボ 少ない

《 》参考文献

（ ） ． ．浅地哲也 2003 比較的記録の少ないサナエトンボ科の記録 とっくりばち(70):13-14

石川県（2000）石川県の絶滅のおそれのある野生生物＜動物編＞．155pp．

武藤 明（2004）2003年度の石川および近県のトンボ資料．とっくりばち(71):1-5．

《あさじ てつや 921-8021 金沢市御影町２６－７》
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エダナナフシとナナフシモドキを観察

松 井 正 人

エダナナフシ 2004年６月12日 金沢市住吉 １頭 松井正人

ナナフシモドキ 2004年５月２日 加賀市瀬越 １頭 松井正人

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》

エダナナフシとナナフシ

モドキの幼生を観察したの

で報告する。共に普通に見

られると思われるが、石川

県のナナフシ類の記録は少

ないので報告した。
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たくさん産むのもしょうがない

小 幡 英 典

クルミハムシとカメノコテントウ（2003年５月28日 石川郡鳥越村鷲走谷）

産卵前のハムシの雌は、ほとんど球に

近い形状になるので画面一杯に撮るとピ

ントがあっていないような、あがりに

。 、なってしまう この時は近くに卵があり

引いて撮るにはよかろうと、卵と交尾個

体と背景の空とのバランスを考えたり、

風に翻弄されたりしながらもたもたして

いたら、カメノコテントウがひょこひょ

こやってきて卵を食べ始めた。

いつもは、もたもたしていてシャッ

ターチャンスを逃すのに、ごく稀にこん

。 、なこともあったりする 宝くじと同じで

フィールドに出ないと出くわさない。は 《おばた ひでのり 〒804-0074

たして、これは何等ぐらいなのだろう。 北九州市戸畑区南鳥旗町2-7-401》



- 9 -

た
。
と
、
同
園
の
Ｈ
Ｐ
に
手
の
平

と
虫
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

五
月
末
の
浜
辺
で
ア
サ
ギ
が
乱
舞

五
月
中
頃
か
ら
浜
辺
の
ス
ナ
ビ

キ
ソ
ウ
に
ア
サ
ギ
が
飛
来
し
始

め
、
五
月
末
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。

海
岸
線
の
長
い
石
川
県
、
加
賀
市

か
ら
輪
島
市
に
か
け
て
、
一
週
間

に
二
百
頭
程
が
観
察
さ
れ
た
。

ク

ロ

コ
ム

ラ

サ

キ

の

季

節

六
月
の
声
を
聞
く
と
、
奥
能
登

ク
ロ
コ
ム
ラ
詣
で
が
始
ま
る
よ
う

で
、
便
り
が
届
き
だ
し
た
。
お
い

し
い
話
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま
だ
能

登
の
ク
ロ
コ
ム
ラ
は
健
在
だ
。

フ
ジ
ミ
ド
リ
は
い
つ
飛
ぶ
か

医
王
山
も
有
名
に
な
っ
た
よ
う

で
、
稜
線
に
は
フ
ジ
狙
い
の
長
竿

が
林
立
し
、
お
そ
れ
を
な
し
た
フ

ジ
は
、
顔
を
見
せ
な
い
と
か
。
お

し
と
や
か
な
彼
女
は
、
い
っ
た
い

誰
の
前
に
姿
を
現
す
の
だ
ろ
う
。

蝶

類

年

鑑

２

０

０
４

発

行

お
休
み
し
て
い
た
蝶
類
年
鑑
、

三
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
戻
っ

て
き
た
。
二
〇
〇
三
年
に
発
行
さ

れ
た
日
本
産
蝶
類
に
関
係
す
る
報

文
と
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
間
違
い
が
多
そ
う
。

舳

倉

島

は

今

回

も

空

振

り

民
宿
の
観
察
ノ
ー
ト
や
分
校
の

先
生
の
話
に
よ
れ
ば
、
島
に
は
た

く
さ
ん
の
ア
サ
ギ
が
飛
来
す
る
ら

し
い
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
〇
年

か
ら
何
度
通
っ
た
か
分
か
ら
な
い

日
吉
氏
は
、
未
だ
に
島
で
ア
サ
ギ

に
出
会
え
な
い
。

ト
ゲ
ナ
ナ
フ
シ
の
長
寿
記
録

野
外
で
は
晩
秋
ま
で
見
ら
れ
、

飼
育
下
で
は
四
月
下
旬
ま
で
生
き

延
び
る
と
さ
れ
る
ト
ゲ
ナ
ナ
、
浅

地
氏
の
手
厚
い
飼
育
で
、
長
寿
記

録
を
更
新
し
て
い
た
が
、
六
月
十

七
日
天
寿
を
ま
っ
と
う
し
た
。

馬
の
背
に
ネ
ッ
ト
林
立
す
れ
ど

ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
何
処
吹
く
風

と
、
医
王
山
は
連
日
長
竿
ラ
ッ

シ
ュ
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、

ゼ
フ
が
居
な
い
。
フ
ジ
ど
こ
ろ
か
、

ア
イ
ノ
、
エ
ゾ
、
ウ
ラ
ミ
ス
ジ
な

ど
な
ど
、
話
に
な
ら
な
い
大
不
作
。

尾
状
突
起
の
無
い
黒
い
ア
ゲ
ハ

二
〇
〇
一
年
に
江
沼
郡
山
中
町

で
採
集
さ
れ
た
ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ

ハ
、
追
加
報
告
が
続
々
登
場
か
と

期
待
し
て
い
た
が
、
後
が
全
く
続

か
な
い
。
今
年
も
暑
く
な
り
そ
う

だ
が
、
続
報
は
有
る
だ
ろ
う
か
。

例

会

の

記

録

六
月
三
日
（
木
）
城
南
管
工
一

階
に
て
、
午
後
八
時
か
ら
開
催
。

主
題
は
、
生
田
省
悟
氏
に
よ
る

石
川
県
内
の
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
食

の
ギ
フ
チ
ョ
ウ
。
県
内
各
地
の
ウ

ス
バ
サ
イ
シ
ン
生
育
地
と
調
査
結

果
、
更
に
は
「
石
川
県
白
山
の
ふ

も
と
」
で
撮
影
さ
れ
た
と
さ
れ
る

「
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
に
う
み
つ
け

ら
れ
た
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
卵
」
の
写

真
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
話
題
は
、
海
岸
に
ア

サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
乱
舞
、
ク
ロ
イ
ワ

ニ
イ
ニ
イ
は
今
が
旬
、
久
慈
氏
の

重
大
発
表
、
百
円
均
一
の
標
本
箱
、

オ
オ
ル
リ
オ
サ
の
メ
イ
ン
カ
ラ
ー

は
黒
、
舳
倉
島
で
ア
マ
サ
ギ
が
つ

い
ば
む
虫
、
な
ど
な
ど
。

参
加
は
、
中
西
、
浅
地
、
細
沼
、

生
田
省
、
生
田
耕
、
久
慈
、
池
田
、

松
井
、
高
田
、
山
岸
、
指
田
、
吉

村
、
黒
川
（
新
入
会
員
）
、
富
沢

（
電
話
参
加
）
の
十
四
人
。

例

会

の

記

録

七
月
一
日
（
木
）
城
南
管
工
一

階
に
て
、
午
後
八
時
か
ら
開
催
。

主
題
は
、
中
西
氏
に
よ
る
タ
マ

ム
シ
採
集
法
。
あ
る
程
度
の
大
き

さ
が
あ
り
、
綺
麗
ど
こ
ろ
で
希
少

価
値
が
有
る
種
と
し
て
、
サ
ビ
ナ

ガ
ボ
ソ
、
ア
オ
マ
ダ
ラ
、
ク
ロ
マ

ダ
ラ
、
エ
サ
キ
キ
ン
ヘ
リ
、
ア
オ

タ
マ
、
ア
カ
ヘ
リ
、
ヤ
ノ
コ
モ
ン

等
を
あ
げ
、
過
去
の
採
集
記
を
交

え
て
、
楽
し
く
語
っ
た
。

そ
の
他
の
話
題
は
、
ク
ロ
シ
ジ

ミ
の
季
節
、
ア
サ
マ
シ
ジ
ミ
似
の

ハ
ク
サ
ン
シ
ジ
ミ
、
医
王
山
馬
の

背
の
主
、
台
風
に
見
舞
わ
れ
た
対

馬
行
、
マ
ス
ダ
ク
ロ
ホ
シ
が
採
れ

た
、
ク
ロ
マ
ダ
ラ
を
狙
え
、
檜
枝

岐
へ
明
日
出
発
な
ど
な
ど
。

参
加
は
、
中
西
、
細
沼
、
松
井
、

浅
地
、
久
慈
、
井
村
、
富
沢
（
電

話
参
加
）
の
七
人
。

【
表
紙
デ
ザ
イ
ン

：

小
幡
英
典
】

【
表
紙
イ
ラ
ス
ト

：

坂
原

圭
】
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「
富
山
県
の
ト
ン
ボ
」
が
発
行

種
毎
の
分
布
、
生
活
史
、
形
態
、

生
態
に
付
い
て
の
知
見
が
盛
り
込

ま
れ
、
石
川
県
内
の
知
見
に
つ
い

て
も
触
れ
て
い
る
。
二
橋

亮
・

他
三
名
の
共
著
で
、
富
山
市
科
学

文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
行
さ
れ

た
。
千
円
は
お
買
い
得
。

フ
タ
オ
会
の
昆
虫
年
鑑
２
０
０
４

昨
年
度
に
続
き
、
フ
タ
オ
会
か

ら
「
昆
虫
関
連
団
体
雑
誌
年
鑑
」

が
発
行
さ
れ
た
。
二
〇
〇
三
年
に

発
行
さ
れ
た
定
期
刊
行
物
を
扱

い
、
紹
介
文
献
を
入
手
し
易
い
よ

う
に
と
、
発
行
団
体
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

e
-
m
a
i
l
:
f
u
t
a
o
7
@
y
b
b
.
n
e
.
j
p

ネ
ク
イ
ハ
ム
シ
の
絵
解
き
検
索

日
本
産
ネ
ク
イ
ハ
ム
シ
亜
科
の

同
定
が
絵
解
き
で
で
き
る
優
れ
も

の
。
い
く
つ
か
の
種
に
つ
い
て

は
♂
交
尾
器
の
検
討
が
必
要
と
な

る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
実
体
顕
微
鏡

の
観
察
で
同
定
可
能
。
ホ
シ
ザ
キ

グ
リ
ー
ン
財
団
研
究
報
告
七
号

（
二
〇
〇
四
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

百

円

シ

ョ
ッ

プ

の

標

本

箱

百
均
の
お
店
に
、
携
帯
用
標
本

箱
に
手
頃
な
箱
が
並
ん
で
い
る
。

葉
書
が
ち
ょ
う
ど
入
る
イ
ン
ロ
ー

型
の
桐
箱
で
、
ペ
フ
板
を
貼
り
付

け
る
と
標
本
箱
に
大
変
身
。

能
登
の
コ
ジ
ャ
ノ
メ
を

捜
せ

コ
ジ
ャ
ノ
メ
っ
て
、
普
通
種
で

何
処
に
で
も
居
る
と
思
い
き
や
、

奥
能
登
の
記
録
が
無
い
。
保
育
社

の
生
態
図
鑑
で
は
、
ヒ
メ
ジ
ャ
は

居
て
も
、
コ
ジ
ャ
は
居
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
コ
ジ
ャ
は
何
処

ま
で
分
布
す
る
の
か
、
ヒ
メ
ジ
ャ

と
見
分
け
て
報
告
し
て
ほ
し
い
。

能
登
の
ヒ
メ
ク
ロ
サ
ナ
エ
は
で
か
い

浅
地
氏
、
富
来
町
で
デ
カ
い
ヒ

メ
ク
ロ
サ
ナ
エ
を
採
集
。
顔
面
黄

斑
も
あ
り
、
北
大
の
本
の
内
容
と
は

逆
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
サ
ン
プ
ル

を
集
め
て
傾
向
を
調
べ
る
と
か
。

輪
島
コ
ン
ビ
は
沖
縄
採
集
旅
行

日
吉
・
石
畑
の
両
氏
は
、
十
七

日
か
ら
一
週
間
の
予
定
で
沖
縄
に

向
か
っ
た
。
石
垣
と
与
那
国
で
の

採
集
計
画
を
立
て
て
い
る
が
、
台

風
の
進
路
が
気
が
か
り
と
か
。

五
・
二
十
三
湿
地
帯
で
採
集
会

石
川
む
し
の
会
は
、
ト
ン
ボ
類
、

ジ
ョ
ウ
カ
イ
類
、
そ
の
他
春
の
虫

を
狙
っ
て
、
金
沢
市
薬
師
町
の
湿

地
帯
で
採
集
会
を
行
っ
た
。
ヒ
ラ

サ
ナ
エ
多
数
が
観
察
さ
れ
、
ア
サ

ギ
マ
ダ
ラ
も
飛
来
し
た
。

サ
ビ
ナ
ガ
ボ
ソ
が
Ｈ
Ｐ
に
登
場

医
王
の
里
を
ウ
ロ
ウ
ロ
す
る
変

な
お
じ
さ
ん
、
日
が
な
一
日
ヤ
マ

ボ
ウ
シ
を
眺
め
て
い
る
。
聞
け
ば
、

虫
を
採
っ
て
い
る
と
か
で
、
手
の

平
の
小
さ
な
虫
を
見
せ
て
く
れ

翔 １６９ 号 例会は偶数月・５月・７月の第１木曜日８時から
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